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 １ 選定方法 

 (1) 手順 

①青葉区青少年の地域活動拠点運営団体の選定にあたり、「青葉区青少年の地域活動拠点運

営団体選定にかかる検討会」（以下、「検討会」という。）において、応募団体から提出さ

れた応募書類及びヒアリングを基に、各委員が各団体の意見書を作成しました。 

②「青葉区青少年の地域活動拠点運営団体選定評価委員会」（以下、「評価委員会」という。）

において、応募書類及び検討会各委員の意見書を参考に、選定評価基準に沿って、応募団

体を評価しました。なお、評価は、各委員 100 点満点の計 500 点満点とし、最低基準を

300 点としました。 

③評価委員会の評価を基に、運営団体を選定しました。 

 

 

 (2) 検討会 委員（50 音順） 

   越田 美弥子 青葉区青少年指導員連絡協議会 会長  

関根 宏一 青葉区連合自治会長会 会長 

髙橋 勇一 公益財団法人よこはまユース事業部 事業係長 

長倉 奈知子 主任児童委員 

中安 恆太 星槎大学 准教授 

(3) 評価委員会 委員（役職） 

   青葉区福祉保健センター担当部長 

   こども青少年局青少年育成課長 

   青葉区総務課長 

   青葉区地域振興課長 

   青葉区こども家庭支援課学校連携・こども担当課長 

 

 

２ 選定結果 

 (1) 応募団体 

   ３団体から応募がありました。 

 

 (2) 選定結果 

   選定の結果、次のとおりとなりました。 

 

順位 団体名 

第１位（運営団体） 特定非営利活動法人まちと学校のみらい 
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３ 得点 ※採点欄は、評価委員会委員 5人全員の合算点です。 

 

評価項目 配点 得点 

基

本

方

針 

(1) 青少年育成施策に関する理解について 25 20 

(2) 事業実施期間５年間の目標と計画方針について 25 20 

事

業

実

施

計

画 

(1) 中・高校生世代の青少年が気軽に集い、自由に活動できる

場の提供 
75 60 

(2) 中・高校生世代の青少年が、仲間や異世代と交流する機会

の提供 
75 57 

(3) 中・高校生世代の青少年を対象とした、地域資源を活用し

た社会参加プログラムの実施 
75 63 

(4) 青少年育成に取り組む支援者の情報交流・ネットワーク及

び人材育成 
125 105 

(5) 地域住民や保護者へのアプローチ等 50 38 

事

業

運

営 

(1)収支計画について 25 16 

(2) 人材育成、苦情処理、個人情報保護、事故防止への対応に

関する取組みについて 
25 21 

 

合計点数 500 400 

 

４ 検討会における意見 
   基本方針について、横浜市の青少年育成施策をよく理解した内容となっており、年度ごとの

目標と計画が具体的に示された提案になっています。困難事例や課題のある子への対応につい

て、具体的な取組内容があると、さらに良い提案になったと考えます。 

  事業実施計画について、これまでの実績をふまえ、青少年が地域とのネットワークのもと、

異世代と交流する機会等を提供できる実現性のある提案となっており、活動が青葉区全体に広

がることを期待します。 

  収支計画については、自主財源の投入額が多く、継続運営のかせにならないか若干の不安が

あります。 

また、人材育成については、青少年活動に長年関わってこられたキャリアのあるスタッフが

多く、安定的な運営が見込めますが、若手スタッフの育成にもぜひ取り組んでいただきたいと

考えます。 
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５ 主な選定スケジュール 

時期 手続き等 

令和２年５月 29日（金）～８月 14日（金） 公募期間（申請の受付） 

令和２年５月 29日（金）～６月 26日（金） 質問の受付 

令和２年８月 17日（月）～８月 25日（火） 現地確認 

令和２年９月 14日（月） 選定にかかる検討会（書類選考、団体プ

レゼンテーション、ヒアリング） 

令和２年９月 18日（金） 選定評価委員会 

 

（参考：選定評価基準） 

 


